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食痕から調査 したオオタカの食性

Kaname MORI : Diet of Ooshawk Иθθ」ρゴιθr gθ″ιfノ Is exalnined frolll food remains

は じめに

藤沢市北部では95年 以来オオタカが繁殖してお り,藤沢探鳥クラブオオタカ調査グループな

どにより継続的に生息調査が行われてきた。本稿ではその調査の延長として筆者が行つた食痕

による食性の調査について結果を報告する。

調査の方法

本地域のオオタカは同調査グループの周年調査で H月 頃より増加し,夏場はかなり減少する

ことが知られている。その結果を踏まえて ,1999年 H月 ～2000年 7月 及び2000年 11月 ～2001年 4

月の 2期 に分けて ,同地域でオオタカが解体 し残 した鳥の羽を主に食痕を調査 した。事前調査

で ,オオタカの食痕は人手が入つた畑地 ,植木林及び見通しがよい草地 ,裸地では殆ど見つか

らず,大部分は下草が少ない林床で見つかつているので,森林内とそれに接する数メー トルの

巾と合わせて23.5haの範囲を月数回探索し,採取 した羽より鳥の種を同定 し食痕の場所と共に

記録をした.ま た,羽 の傷み具合から発生月を推定 した。記録の重複を防ぐために,一部小さ

な羽は小鳥の巣材として現場に残 して ,他は回収をした。

なお ,こ の地域にはフクロウが生息し,ノ スリの越冬個体も確認されている。フクロウの食

性に鳥類が含まれているが ,羽 は余 り抜かずに羽ごと食べて ,羽軸が折れた羽を少数残すのを

観察している。また ,ノ スリの食性で鳥は 1割 以下といわれてお り(石 沢・千羽,1967),ノ スリ

は森林内に余 り入らない習性も考えると,こ の両者の食痕が今回のデータに混じつている確率

は低いと判断している .

調査の結果

1食痕の内訳

確認できた食痕は第 1期の調査では 19種 ,115例 (表 1),第 2期 は12種 ,89例 (表 2)で ,合計

22種 ,204例 であつた.図 1に その内訳を示す。オオタカの食性は鳥が 9割 を占めるといわれて

お り(遠藤 ,1996),食痕は鳥以外は発見しづらいこともあり,本地域でも 2例 を除いて全て鳥で

あつた.森林性ではないドバト,ム クドリ等の羽が林内にあることから,オ オタカは周囲の畑

地でも狩をし,林床へ運んで解体していると推定された。
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表 1.第 1期 に発見されたオオタカの食痕

キジバ ト

表 2.第 2期 に発見されたオオタカの食痕
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図 1.オ オタカの食痕の内訳

図 1に よると,ハ ト類が半数以上を占めていた .ハ ト類の羽は白つぱく量も多いため見つけ

やすく,2ヶ 月程度は残つているので ,ハ ト類は大半が確認できたと考える。また,本地域の
オオタカは ドバ トよりもキジバ トを多く捕っていることが明らかになった。図 2に林床での ド

バ トのΣ2の 食痕のようすを示した .

オオタカは小型鳥類も好んで捕食し,4割 以上を占めるいわれているが (石 沢・千羽,1967),
図 1で はムクドリより小さい小鳥の事例が少ない。これはオオタカは中型以上の鳥は地上で羽

を落すが ,小 型の鳥は樹上で直接食べてしまうことが多いためと想像される。オオタカのベリ

ットで小鳥の羽や骨を含むものがあることは ,そ れを裏付けているが ,そ の発見は数が少ない .

また,小 型の鳥では 1,2枚 の尾羽や風切羽をよく見るが,そ れで食痕とは判断できず ,ま と
まって羽を採取することは少ないために,今回の調査では確認率が低いと考えられる。

今回観察された中に,カ ラスspが あるが,本地域に生息するカラスの大部分はハシブ トガラ

スである。ウコッケイは谷戸内に人為的に放たれたものが捕食されたもので ,同場所では1998

年にニワ トリも同様 に捕食 されている .

また ,越 冬 していたオオコノハズクが捕食さ

れているが ,同場所では 1997年 にコ ミミズクも

捕食されている .更 に,ノ ウサギが捕食されて

いるが ,オ オタカの食性には リス ,ウ サギ及び

フクロウ類 も含 まれてお り(石 沢・千羽 ,1967),

予想外の事実ではないが ,こ の地域の豊かな自

然を裏付けた例 と見 られる .

更に,秋季 ,冬季に比較 し早春か らの食痕の

見つかる頻度は減少 している傾向で ,下 草が増

えることや雨量が増えることを考慮 しても ,繁

殖期に変化があるようで今後の究明が必要であ 図 2.林床 に残された ドバ トの食痕



る .

なお,今回の調査対象外であるが ,こ の周辺地域で今回の記録にないヤマシギ,ク イナ,ゴ

ィサギ,コ ガモ ,コ グラの食痕も確認されている。

2利用している場所

表 1,表 2か ら食痕のあつた場所の植生をまとめると,ス ギ,ヒ ノキを主とする針葉樹林が

70件で最も多 く,コ ナラ,ク ヌギを主とする広葉樹林は37件 ,両 者の混交樹林は48件 で針葉樹

林と広葉樹林の中間を示す .モ ウソウチクを主とする竹林は41件 ,そ の他草地等は8件 (何れも

林縁から数m以 内 )で あつた(表 3).ま た,表 3に は調査対象地の面積比を土地利用図(源ほか ,

1999)よ り算出して示した。仮にオオタカが植生に影響されずに利用したとすると,面積比と同

じ比率で食痕数が期待されるはずである。混交林 と竹林については ,ほ ぼ期待値と同じ割合で

食痕が発見されたが ,針葉樹林では期待値より多 く発見され ,広葉樹林では逆に少なかつた。

このことは地上の見通しを悪 くする下草が多い林を,オオタカは鳥の解体場所として好まな

いためと思われる。竹林はその点から針葉樹林と条件は大差無いと思われれるが ,利 用率が下

がる。ハ トの食痕の様子の違いを見ると,ド バ トの食痕は47件 の内,22件が針葉樹林内で最も

多く,針葉樹林を好んで獲物を運び込んでいる。キジバ トは71件 の内 ,13件 が針葉樹林内に対

し,28件 が竹林内で最も多く,針葉樹林よりも見通 しがよく,密 閉空間状態で狩がしやすのか

もしれない。

また,こ の地域では2000年 夏より大型建造物の建築が開始され ,鉄筋 3階建に隣接するコナ

ラ林内では全 く食痕が見つからなくな り,プ レハブの背の低い工事事務所に隣接する竹林では

影響が殆ど出ていないという結果も得られた。

表 3.オ オタカが餌の解体に利用した植生の割合
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